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きっかけは？

東大CSIS＆KRIHSの国際共同研究：

人口減少時代における地域問題診断のための空間ビックデータ活用方案

-日本と韓国の生活困難地域の推定を中心に-

今日の目標は？

韓国のオープンデータ及び空間ビックデータ関連情報の共有

MGDを活用した分析事例の紹介

韓国自治体の政策地図動向及びGeo-Infographic研究の紹介

日本のMGD及び分析ツールの活用事例の勉強

☞ 日本MGD研究会との交流



Today’s Contents :

オープンデータ政策と現状

空間ビックデータ政策（国レベル）

空間ビックデータ活用事例（自治体レベル）

民間の空間ビックデータ現状

まとめ



国のオープンデータ政策と現状

政府3.0政策によるオープンデータ化が進む

政府のオープンデータポータル：www.data.go.kr

自治体のオープンデータポータル：www.localdata.go.kr

空間情報の公開：www.nsic.go.kr (国家空間情報流通システム）

３次元空間情報の公開：www.v-world.go.kr (３次元空間情報プラットフォーム）

建物情報の公開：open.eais.go.kr (建築行政情報システム）

不動産情報の公開：rt.molit.go.kr (不動産の実取引価格公開システム）

http://www.data.go.kr/
http://www.localdata.go.kr/
http://www.nsic.go.kr/
http://www.v-world.go.kr/
http://www.open.e-ais.go.kr/


各自治体のオープンデータポータル

http://data.seoul.go.kr/

http://opendata.busan.go.kr/index.do

http://open.gwangju.go.kr/index.do?S=S48

http://data.gg.go.kr/

ソウル特別市

釜山広域市

キョンギ都

光州広域市

http://opendata.busan.go.kr/index.do
http://open.gwangju.go.kr/index.do?S=S48
http://data.gg.go.kr/


空間情報の公開



建物情報の公開



Building Data
Residential building (2013)



不動産情報の公開



空間ビックデータ政策動向（国レベル）

未来創造科学部（ビックデータ政策を主導）

行政自治部（行政情報をベースにしたビックデータ事業）

国土交通部（空間情報をベースにした空間ビックデータ事業）

データ基盤の政策樹立のためのビックデータ事業を実施

データ（公的・民間）収集・連携

活用モデルの発掘

処理・分析技術の開発

実証実験



国土交通部の空間ビックデータ体系構築事業

 国土交通部国土政策課

 2014年度の予算は31.5億ウォン
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 2014年度の事業内容

 融合DB構築(基礎資料連携、融合DB構築)

 空間ビックデータの基盤プラットフォーム構築

 空間ビックデータの活用サービス構築

 空間ビックデータのインフラ構築

 空間ビックデータの最適化方案及び法制度整備
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国土交通部の空間ビックデータ体系構築事業(続き）

・空間情報オープンのための汎用サービスと柔軟的な分析ツールを提供することで、
共有・開放の政府３．０の政策目標達成

・政府の情報と民間機関の情報を連携し、そしてSNSなどの情報を収集して活用する
ことで国家融合産業発展を目指す

・サイバーSOCとして、だれでも使える空間ビックデータ共同活用システムを構築
して公共及び民間分野で費用節減効果を目指す



 融合DBの構築

 融合DBは多様な目的により構築された基礎情報を特定分野に応用・活用するために、

様々な基礎情報間の関係性を分析して新しいデータの形態で再構築されたDB
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基礎データ

• 国土交通部：国家空間情報統合システム、建築行政システム、不動産取引管理システム、不動産一
元化システム、国家交通DBシステム、大衆交通情報システム、道路交通情報センター、国土空間
映像情報システムなど

• 統計庁：国家統計ポータル、統計地理情報システムなど

• 国税庁：基準時価照会システムなど

• 安全行政部：標準地方税情報システム、住民登録情報システムなど

• 民間機関：韓国スマートカード(交通カード）、ＳＫＴ（流動人口、カード売出し情報、不動産情
報、商圏情報、ＰＯＩ）、メディア（不動産関連メディア情報）

国土交通部の空間ビックデータ体系構築事業(続き）



空間ビックデータ活用事例(自治体レベル）

流動人口を活用したソウル市の深夜バス路線選定

ソウル市バス政策課がビックデータ分析の前に作った
既存の深夜バス６個の路線と分析結果を比較した結果、
一部路線を変更して路線をもっと効率的に再整備

流動人口の密度分析 流動人口基盤路線最適化 流動人口基盤配車間隔

-ソウル市は深夜バスの路線を決めるためにＫＴと協力して、
ＫＴが持っているモバイル通信データを分析

-ソウルを１ｋｍ半径の１２５０個の六角形セル単位で
流動人口の交通需要量を分析

-深夜時間の通話基地局の位置と料金請求地の住所データ
約３０億件）を利用

-それに、スマトカード（交通カード）のタクシー乗下車情報
（約１週間分）も分析



空間ビックデータ活用事例(自治体レベル）

ビックデータを活用した釜山市サービス人口統計の作成

• 釜山はモバイルビックデータを利用して、科学的行政支援及び市民向けの情報

提供のため、既存の人口統計である統計庁の推計人口と住民登録人口統計とは

別に新しい人口統計である‘釜山サービス人口統計’を開発

• 釜山サービス人口(Service Population)とは住居人口(Residence Population)及び

非住居人口をすべて含む現住人口(De Facto Population)で住居人口及び観光、

ショッピング、医療、教育など一時的に釜山を訪問して行政需要を発生させる

人口を総称

• 釜山サービス人口統計はＳＫＴ Ｇｅｏｖｉｓｉｏｎというビックデータを

活用して、１０万個の小地域（５０ｍｘ５０ｍ）で推定



民間のビックデータ現状

 ＳＫTelecomの流動人口データ

• ＳＫＴは韓国で５０％のマーケットシェアーをもっている

• ５０mＸ５０mのPcell(pattern cell)単位で推定する

• リクエストにより、データ製作及び加工・変換

• １時間ごとの性別人口・年齢別人口

• Ｔｒａｃｋｉｎｇデータは料金請求地の住所を活用

Density Maps of

Floating Population

Snapshots of Counts of

Unique Cell phone Users



ＳＫＴモバイルデータを活用

Kwachon city

3:00 12:00

17:00 21:00

Kangnam station in seoul

3:00 12:00

17:00 21:00



Change of MBD’s Weight center in seoul metropolitan

(Hourly change) morning south, afternoon north(朝南暮北)

(Male, female) male south, female north (南男北女)

Change of MBD’s Weight center

week/weekend by hour Gender/Age

※ south(07:00)→north(12:00) ※ male 30-40age south , female :50-60age north



Credit Card Sales data
 Credit card sales amount by small area code
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attributes Data type Data unit Update 

frequency

provider

sales amount 

by 1hour

csv Unique Small 

area

monthly Card

company

Daegu

夜８時



まとめ

• 中央政府を中心にオープンデータやビックデータの構築
及び活用政策が進んでいる

• 自治体も政策支援のためのビックデータに関心が高く、
取り組みを進んでいる(公的データ＆民間データの融合活用）

• 各分野で新しいビックデータ発掘及び活用モデルアイディア
コンテストを実施中

• しかし、色んなところでビックデータ関連プロジェクトを競
争的に取り組むと、少し流行気味で政策的に長持ちできない

• 政策支援ツールとしてビックデータが有効に活用される
ためには、色んな組織・部署との連携・協力が必要となる



ご清聴ありがとうございました。
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